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高速度で送信されたモールス符号を耳で判別
し，文字に変換できる範囲はおのずから限度が
あります。たとえ文字に表せなくても判別可能
な速度もあります。この装置は高速度で送られ
た符号を符号の波形で記録して出力する一連の
機器です。
耳で聞いて文字化できなければならない速度
は国際電気通信条約附属無線通信規則及び電波
法無線従事者規則によって最も速いもので 1分
間当たりそれぞれ和文75文字，欧文暗語80字
及び欧文普通語 100字ですから，少なくとも
その 10％増位の早さの符号処理能力が必要と
いうことになります。
そこで耳で聞いて処理できない速度，具体的
には欧文普通語 1分間200字以上ともなれば
人的に直接文字化できませんから，機械的要素
をとり入れ，最後に人間によって文字化すると
いう過程を辿りました。
まず受信されたモールス符号を信号増幅器に
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加えますと中央部にありますマーク，スペース
を表示する放電管が，入力されたモールス符号
の素子に従って動作し，増幅されて出力しま
す。
この出力を現波機入力側に加えます。現波機
の電源電圧は直流100Vで，この電源で本体
外側が電磁石となり，その中のムービングコイ
ルに信号増幅器からの出力が加わり，あたかも
ラジオ用のスピーカのボイスコイルと同様に，
加わった信号によって動作します。この動く部
分にペンを付けておくと幅 12四の紙テープに
短点，長点又は間隔が信号出力に比例して波形
を具体的に画かせ記録します。
このとき紙テープを移動させなければなりま
せんから，直流電圧lOOVで動作する高速度
記録装置（プーラ）で引っ張ります。引っ張る
疇は受信する日｝の速さによって調整でき，
lmから 4m, 3 mから 10m及び4mから
20mの3段階となっていて，最高速度は秒速
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高速度受信用記録機
20mです。どの程度の速さに調整するかは出
力信号波形が読み取れる程度としますので画一
的なものではありません。
このようにして得られたモールス符号の短
点，長点又は間隔の波形が画かれた紙テープ
は，電信用タイプライター (8ピッチ）の前面
に取り付けられた特殊なガイド部分を通し，直
接符号波形を見ながら，たとえば電報に仕上げ
て受信人に配達します。この紙テープは更にま
た足で順に送り出せるように工夫されていて，
目は常に紙テープの符号波形を見てタイプでき
るようになっています。
この種の機器は通信手段が未だモールス符号
による伝達方法しかないころ，たとえば外国か
ら高速度で送られてくる電報の受信など，主と
して固定通信業務に使われておりました。私が
学生のころは知りませんでしたが多分各中央電
信局などで使用されていたのでしょう。前身校
に勤務し始めた昭和21年にはありました。そ
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の現物が写真の物品で，直接外国の通信社の
ニュースを受信して調整したものですが，イン
クで手は汚れるし，微妙な働きには戸惑ったこ
ともあります。
いずれにしても当時の手作業はいわゆる“わ
ざ＂が必要でした。
本学が大学になったころ，日本の通信社では
外国通信社からのニュースを受信する方法とし
て， 1分間 160字～ 180字位で送られてく
るモールス符号を直接タイプライターで受信す
る方法と，ラジオテレタイプと呼ぶモールス符
号とは別の符号構成のものを使用して，自動的
に送り，自動的にタイプアウトする機器も使わ
れておりました。私が特別の予算で購入してい
ただけるように希望を出しましたが実現しなか
った記憶があります。
（電子情報学科教授 宮坂武芳 ）
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